
 
 

 
 

 

第二分科会「少子化対策」 

第２部 

 

これより第二分科会 少子化対策 第２部を始めさせていただきます。私は引き続き、

第二分科会の司会進行役を務めます、千葉県市町村課の林と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。事例発表の後、質疑応答の時間を設ける予定です。 

 オンライン参加の方もご質問いただけますので、質問のある方は、質疑応答時に画面

下の Q&A ボタンでの質問の入力をお願いいたします。なお、時間の都合上、全ての質問

にお答えすることはできませんのでご了承ください。また、ご質問に関しては、会場か

らいただいたものを優先させていただきます。 

 ここで登壇されている方々をご紹介いたします。皆様から向かって右側、千葉県旭市

長 米本弥一郎様より事例をご発表いただきます。続きまして、皆様から向かって中央、

奈良県三宅町長 森田 浩司様より事例をご発表いただきます。そして、コーディネータ

ーを務めていただくのは、学習院大学文学部教授・東京大学名誉教授 秋田 喜代美様で

す。 

 ここで秋田様のプロフィールを簡単にご紹介させていただきます。秋田様の専門は教

育心理学、学校教育学、保育学で教育学博士です。現在、こども家庭庁こども家庭審議

会会長。文部科学省中央教育審議会教員行政部会長、同教育課程副部会長を務められて

おります。また、日本保育学会第７代・第９代会長を歴任され、著書には「保育の心も

ち」などがございます。 

 これより先の進行役は秋田様にお願いしたいと存じます。秋田様、よろしくお願いい

たします。 

学習院大学文学部教授・東京大学名誉教授 

秋田 喜代美 様 

 はい。林様、ご紹介をどうもありがとうございます。これから二つの事例をご発表い

ただきます。今の時間から、こちらの分科会にご参加くださいました方もおられると思

います。 



 
 

 
 

 

 少子化は非常に急ピッチで進んでいるということは、先ほどからお話がありましたと

ころでございます。まさに待ったなしというところで、どういう施策を打つのかという

ことにつきまして、国の方でも、全世代型社会保障構築会議やそれの提案などもあり、

今回スウェーデンと同じ 3.6 兆円の投資が子どもへの支払額の比率が、ほぼスウェーデ

ンと同じという先進諸国トップ並みに日本はこの少子化のために施策を打っているとこ

ろでございます。 

 児童手当の拡充、それから保育の充実、処遇改善など様々な取組を切れ目ない支援と

いうことでさせていただくための施策を打っているところでございます。 

 しかしながら、全国の一般的なものだけでは丁寧に住民の方に手が届かない、そうい

うところをまさに基礎自治体の皆様が、いろいろな知恵を汲み取り、いろいろな施策を

打ってくださることにより、やはりもっと市、町、村で住み続けたいという若い方が増

えていく、そういうことが市町の希望を作るのではないかと思っています。 

自治体間でも経済的な格差はありますが、経済の格差以上に深刻な問題は、希望の格

差が生まれないようにすることと私どもは言っています。やはり将来の展望、子どもが

希望や未来を作ります。そこにどのような施策を打つのかということが今問われている

のではないかと思います。 

 １部の方でも２つの自治体、奈義町の方から子育て支援を中心に、そして安芸市の方

から、出逢いコンシェルジュということで、それぞれの取組をご報告をいただき、活発

な議論がなされたところです。そこで今度は、２部ではまた違う市町からの事例から学

ばせていただきたいと思います。最初はまさに開催県であります、千葉県旭市の米本市

長からお願いいたします。 

千葉県旭市長 

米本 弥一郎 

（１頁） 

はい改めまして、千葉県旭市長の米本でございます。このたびはこのような機会をい

ただき、誠にありがとうございます。本日は、本市が少子高齢化による人口減少対策の

一つとして取り組んでいる生涯活躍のまち・みらいあさひについてご紹介いたします。 

（２頁） 

まずは旭市の概要についてご紹介いたします。旭市は、千葉県の北東部に位置してお

ります。九十九里海岸に面し、温暖な気候に恵まれており、人口は 6 万 2,000 人ほどで



 
 

 
 

 

す。主な産業は農業で、その農業を中心に商業、工業、漁業などがバランスよく発展し

ています。特に農業については、農業産出額が全国第８位、また豚肉の出荷額は全国第

２位となっており、他にも野菜や果物、新鮮な魚介類など豊富な地産食材や豊かな自然

のあふれる町でございます。 

（３頁） 

本市のもう一つの特徴は、全国トップクラスの公立病院である旭中央病院があるとい

うことです。ベッド数は約 1,000 床、医師 280 人、職員は 2,000 人以上という大きな病

院で、24 時間 365 日対応の救命救急センターも併設しており、大学病院クラスの規模

と機能を持った本市だけではなく、地域医療の核となる基幹病院でございます。 

（４頁） 

次に、本市の人口です。本市がこの事業に取り組むことになった背景には、人口減少

があります。このグラフは、本年の本市の人口の推移を表したもので、ピークである平

成７年、1995 年の７万 1,000 人ほどの人口が、2060 年にはその約半分まで減少してし

まうという厳しい推計結果が出されています。 

（５頁） 

一方でこちらの左上の表をご覧ください。人口減少率などを近隣自治体と比較してみ

ますと、本市の人口減少率はマイナス 10.7%と厳しい数値ではありますが、その他の指

標も含め、近隣自治体よりやや緩やかな状況となっています。 

では、近隣と何が違うのかということですが、大きな要因として考えられるのが、旭

中央病院の存在です。旭市民にとって、この病院は安心の核というだけでなく、地域の

特に若い人たちにとって非常に大きな雇用の場となっており、このことが旭市の人口減

少を緩やかにしている要因の一つとなっています。 

そこで、本市の強みである旭中央病院を核として、新たな拠点作りを進めていこうと

いうことで、平成 27 年度から、本事業の検討を開始いたしました。 

（６頁） 

旭市版「生涯活躍のまち」の事業コンセプトです。 

旭市にしかない・旭市ならではの”魅力とライフスタイル”の創出・提供です。本事

業の名称にもなっている、生涯活躍のまちですが、これは国の地方創生メニューの１つ

で、シニアの地方移住促進の政策として始めたものです。 



 
 

 
 

 

しかしながら、本市では検討段階から事業のターゲットを、シニアだけではなく、全

世代と捉え、地域の宝である旭中央病院を核とした、多世代交流拠点作りをコンセプト

として検討を始めました。具体的には、旭中央病院の隣、約 3.5 ヘクタールの土地に安

心、交流、暮らしといった機能を持つ新たな町を官民連携事業で開発するプロジェクト

として作っていこうというものでございます。 

（７頁） 

ここからは多世代交流拠点、みらいあさひの具体的な内容についてご紹介いたします。 

（８頁） 

はじめに、事業主体です。このプロジェクトの事業主体となる民間事業者は、イオン

タウン株式会社を代表企業として、市内企業を含めた、ご覧の４社で、この４社と旭市、

旭中央病院がタッグを組んで町づくりを推進しています。 

（９頁） 

次にこちらが新たなまち、みらいあさひの全体イメージです。手前に広がるのが、令

和４年にオープンしたイオンタウン株式会社による商業施設です。この２階部分の行政

コミュニティゾーンに市が設置する多世代交流施設「おひさまテラス」があります。ま

た、この奥は、居住ゾーンとなっており、特別養護老人ホームなどが整備される計画と

なっています。 

（10 頁） 

現在の写真でございます。商業施設では、県内最大級の無印良品や、地元企業が出店

している他、歯科クリニックやフィットネスなどの健康的な暮らしを支える店舗なども

ございます。 

（11 頁） 

また、現在この施設の中では、高齢者のデイサービスも開業しています。そして今年

度中には特別養護老人ホームが新たに開設予定となっています。 

（12 頁） 

次にまちづくり組織についてご紹介します。 

本事業のグループ４社では、一般社団法人みらいあさひを設立しております。さらに

右側ですが、この法人の活動をサポートするための組織として、みらいあさひ協議会を



 
 

 
 

 

設立し、市や旭中央病院、商工会など、各種団体が一体となって連携をしています。こ

こまでが生涯活躍のまち・みらいあさひのまちづくり全般のご紹介でございます。 

（13 頁） 

ここからはみらいあさひの中の交流の中核を担う、多世代交流施設おひさまテラスに

ついてご紹介いたします。上の”子どもを中心に据えた未来創造”をテーマとした施設

でございます。 

（14 頁） 

こちらがフロアマップです。館内は中央にあるフリースペースと、有料のレンタルス

ペースがあります。スペースにはカフェやキッチンスタジオの他、クラフトルームやダ

ンス、ミュージックスタジオ、また子どもの一時預かりができるベビーキャンプなど、

様々な機能を備えた、少し欲張った施設となっています。 

（15 頁） 

館内の様子はこのような感じです。こちらが全体を写したものでございます。 

（16 頁） 

次にこちらが、子どもたちが遊べる屋内公園プレイングパブリックや、自由に学習な

どができるラーニングパブリックなどの、それぞれのスペースの様子でございます。 

（17 頁） 

続いて、おひさまテラスの施設概要です。ご覧のとおり、４段目にあるように、この

施設の運営は、イオンタウン株式会社への指定管理によって行っております。 

（18 頁） 

このコンセプトですが、みらいあさひでは、全世代をターゲットにした、ごちゃまぜ

のコミュニティ作りを目指しており、その実現のための鍵として子どもたちに目を向け

ました。子育てを通じて、まちの人々が繋がり、支え合い、ともに育む場として、子ど

もたちだけではなく、子育て世代からシニアの方々まで、世代を超えた交流や活躍の機

会を生み出す場。そんなことを目指したのがこのおひさまテラスでございます。 

（19 頁） 



 
 

 
 

 

こちらはおひさまテラスのコンセプトを詳しくイメージ化したものです。真ん中に子

育てがありますが、子どもたちが生き生きとした大人に囲まれ、その大人たちの姿を見

せることができる状態を良い子育てと考え、それにより個が育ち、そしてまちを育てて

いきたいと考えております。 

（20 頁） 

こうしたコンセプトのもと、おひさまテラスでは、この写真のように施設が持つ様々

な機能を活用しながら事業を行っております。主催するイベント/コンテンツは、年間

で 130 件以上となり、クラフトルームを活用した子ども創造部、地元のプロミュージシ

ャンによるベース、ギターやドラムスの演奏指導などもあります。それ以外にも、市民

の皆さんが主体となり、催しているものも多数ございます。 

（21 頁） 

さらに、旭中央病院やテナントの出店事業者、地域の団体等と連携しながら、病院ま

つり、親子和菓子教室、薬剤師職業体験など様々なイベントを開催し、交流を生み出し

てきました。 

（22 頁、23 頁） 

こうした取組が評価され、おかげさまでたくさんの取材やメディアなどに取り上げて

いただきました。また、視察も受け入れております。このようにおひさまテラスでは、

イベント等をスポット的にも実施しておりますが、常に大切にしていることは、こちら

「日常をつくる」ということでございます。 

（24 頁） 

公共施設というと、利用者の偏りが生まれがちになります。ですが、この写真にある

ように、おひさまテラスでは、多世代が同じ空間で過ごすことが、ごく自然になり始め

ています。この自然な集まりこそが日常をつくるということだと考えております。 

（25 頁） 

次におひさまテラスでの特徴的な取組をご紹介いたします。 

初めに、ローカルチャレンジャーという取組です。これは趣味や特技を生かして、地

域貢献や小商いをやってみたい方などを対象に、講座を実施しているもので、子どもを

持つ女性もたくさん受講してくださっています。 

（26 頁、27 頁） 



 
 

 
 

 

これは一例ですが、女性の受講者の中には、この写真のように、受講者仲間で集まり、

公園でマルシェを開催したり、また地域の人が親子で集まれる場所を作りたいという受

講者が、このように新たな空間を作ったりするなど、それぞれが自己実現の一歩を踏み

出しております。 

（28 頁、29 頁） 

他にも毎年４月には、施設利用者の皆さんと、おひテラ文化祭と題したイベントを開

催しています。こちらがその写真です。スタジオなどの利用者さんが日頃の練習成果を

披露、また講師になるなど一緒になって多世代交流の場を作っています。 

このようにおひさまテラスでは、様々な取組を行っており、おかげさまで令和４年度

の来場者数は、商業施設と同時オープンの年ということもあり、年間 25 万 4,000 人、

令和５年度も 18 万人以上の皆さんに訪れていただいております。 

（30 頁） 

ここまでおひさまテラスの活動を中心にご紹介いたしましたが、ご覧いただいたとお

り、この生涯活躍のまち・みらいあさひは、子どもを中心に据え、その周りにいる大人

たちも一緒に楽しみながら成長していける、そんな場所にしたいと考えています。生涯

活躍のまち・みらいあさひは、施設が出来上がればそれで完成というものではありませ

ん。ここみらいあさひに子どもからシニアまで様々な世代の人々が集い、交流が生まれ

ることで、人が育ち、町が育っていくこと。そうして、ここで生まれた活力が、旭市全

体へ広がっていくことが最も重要です。 

ここまでご紹介したような、みらいあさひでの様々な取組を通じて、旭市全体が活性

化し、今後、本市がさらに子育てしやすい町となっていくことを目指していきたいと考

えております。以上が、本市が取り組んでいる生涯活躍のまち・みらいあさひのご紹介

でございます。ご清聴ありがとうございました。 

秋田さん :米本市長、生涯活躍のまち・みらいあさひということで、病院、またおひさ

まテラスを中心にしたまちづくり、活力あるまちづくり、こども家庭庁ではこどもまん

なか社会ということをいっておりますが、まさにその具体の姿というものを、子どもを

中心にして多世代の方たちが集い、交わるような町の姿をお話しいただきました。 

それでは続きまして、今度は奈良県の三宅町の森田町長からお話をお願いいたします。 

奈良県三宅町長 

森田 浩司 



 
 

 
 

 

（１頁） 

はい。ありがとうございます。全国で２番目に小さい町 奈良県三宅町長の森田と申

します。本日は小さい町の取組というところで、様々お話させていただけたらと思いま

す。本日は質問 NG なしで答えますので、ぜひ会場の方からどしどしとご質問いただけ

たらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

リアクションがあると喜ぶタイプなので、今日、来る途中、電車を乗り間違えてしま

い、ギリギリ間に合いまして、ほっとしているところからスタートです。 

（２頁） 

では、始めさせていただきます。三宅町は奈良県民の８割が知らない町となっていま

す。小さすぎて、通っているが、三宅だったのだという形で、奈良県民はほとんど知ら

ないのですが、ここが三宅町ですと言うと、ああと言われる場所です。4.06 平方 km で、

奈良公園よりも小さい町です。皆さんイメージしていただくと、関空が 10 ヘクタール

くらいあるため、三宅町２つより、関空の方が大きいという、本当にコンパクトな町に

なっています。そんな町ですが、自治体では珍しく、ビジョンミッションバリューとい

うものを掲げながら、まちづくりを行っています。これは住民さんや職員さんと同じ方

向を向いて、まちづくりをしていくために作らせていただきました。 

ビジョンとしては、自分らしくハッピーにスモールタウンということで、自分らしい

選択や挑戦ができるウェルビーイングの高い暮らしができるまちを目指していこうと、

そしてミッションがあります。三宅町役場の職員は何のために仕事をしているのかとい

うところで、まちの夢の伴走者、皆さんのチャレンジを伴走する、そして、新たな価値

を共創し、ともに成長し続けていくというのが、この三宅町役場で大事にしていること

です。 

そしてバリューです。対話・挑戦・失敗と行政に珍しく、失敗を入れています。これ

も職員さんから、挑戦しても失敗して怒られたらやる気がなくなりますという意見が出

てきまして、それはそうだと思い、失敗を恐れずにチャレンジをした人が称えられる文

化を作っていきたい。そして、失敗を経験に変えることがすごく大事です。イチロー選

手も打率３割ですが、行政が 10 割バッターになれるわけがないということで、３割当

たったらいいということで、職員とともに、チャレンジを続けています。 

そんな小さな三宅町ですが、野球のグローブを 100 年以上作っています。100 年間以

上野球のグローブを作っており、プロの選手のグローブや、スパイクを作るなど、最近

ですと、筒香選手のスパイクを作っている職人さんがいます。 



 
 

 
 

 

そして 1,500 年以上、お米を育てている地域になっており、奈良平野の真ん中ぐらい

で坂のない町なのですが、盛り上がっているところは、ほとんど古墳で、人のお墓の上

で暮らしている三宅町でございます。 

（３頁、４頁、５頁） 

ここは三宅町のデータなので、飛ばしていきます。見ておいてください。皆さんとと

もに、ほぼ社会増減も含め、人口減少で過疎になっているというところで示させていた

だいております。 

（６頁） 

そんな三宅町で去年驚いたのが、職員が焦ってきたのですが、子どもの数が 40 人超

えましたと言い、コロナ禍で落ち込んでいたのですが、７、８年ぶりに 40 人を超える

ということで、計算すると、合計特殊出生率が単年ですが、1.43 になり、何があった

のかと僕たちも全然理由はわからず、職員さんと、なんだろうという話をしているので

すが、今年は 30 人から大体 35 人でコロナ前の平均に戻るかという話をしているのです

が、特徴的なのがその 30 から 35 人の多子世帯がすごいというところで、３分の１が３

子目以上になっているということで、多子世帯が増えており、一人っ子が本当に少ない

ので、僕も今子育てをしているのですが、４歳と１歳の子どもがいるというところで、

保育所に毎日送り迎えに行くのですが、本当に兄弟が多いと、４人、多いところで５人

という家庭がすごく増えてきていると思います。その家庭を見ると、みんな楽しそうで

す。結構笑顔で、かなり皆さん楽しそうに子育てされているというのが印象かと思って

います。 

（７頁） 

このお話をいただいたときに、意識が変わったのか、何が変わったのかと職員とずっ

と話していたのですが、データとしてあったのがこちらで、子育て支援に関するニーズ

調査ということで、子育て支援の計画アンケートをとったときに、令和１年から令和５

年でとても変わっていました。就学前で 81.2%が子育てしやすいと言っており、小学生

の数字も非常に増えており、71.7%が子育てしやすいと言っている中で、ここの意識の

変化がもう１人、もう２人というところに繋がっているのではといった感じです。 

（８頁） 

これは今回のイベント登壇に合わせて、職員さんと地域おこし協力隊が住民さんにイ

ンタビューを取ってくれました。これを見ると、あの人だ、誰々さんだというのがわか

るぐらいの距離感で行政運営をしています。これを見ると、やはりコミュニティが大事

というところと、三宅町出身のお母さんが帰ってきているところが、すごく特徴的だと



 
 

 
 

 

思い、女性が帰ってくる町ではなかったのですが、だんだん帰ってきてくれるようにな

っているところと、子育てコストが低いというところはあるのですが、これはまた後ほ

ど説明させていただきます。 

（９頁、10 頁） 

今回、職員とも話し、三宅町の特徴でよかったもの、これだというものは、小ささを

生かしたきめ細やかな寄り添い型の支援です。行政と住民との距離感、小さい町だから

こその Small is 〜を大事にし、小さい強みをどんどん伸ばしていくことをやっていま

す。この写真ですが、下は、地域おこし協力隊がスナックをやってくれたのですが、こ

こは声の大きい課長がおり、隣は町会議員の方、うちの職員となぜか教育長まで飲みに

行っており、僕も飲み会に参加させていただき、こんな距離感で住民さんとの対話をさ

せていただいております。ここで出る意見は、飲みながらですが、クレームではなく、

建設的な前向きなご意見をいただけるので、行政もこんなものを考えているのですがど

うですかと話し、ダメ出しやそれ良いと言っていただくなど、対話を大事にしながら行

政運営をしています。本当に顔の見える関係で名前と顔が一致する住民さんという距離

感で、あきちゃんと言うおじさんがいるのですが、そのような名前と顔が一致するよう

な距離感で、子どもたちともそういう形で町長と呼ばれて、よく絡まれます。はい。そ

んな距離感でやっていることが僕たちの強みだと思っています。 

（11 頁） 

小さいからこそのスピード、スピードを持って行政運営をしようということで、まず

やってみる、やってみてダメだったらやめようと職員によく言っていますが、まずやっ

てみないと何も変わらないのでやってみようということを大事にしながら進めています。

今までにない、自分たちでは難しいため、人の力を借りようと、小さい町だからこそ、

民間も町外の人の力も借りて、子育てだけでなく、町の運営自体をやっていこうという

ことで、やらせていただいております。 

先ほど、アンケートでもありましたが、子育てのコストというところなのですが、１

子目の所得制限、保育料を撤廃しました。これ何かというと、経済的にどうこうではな

く、不公平感が嫌というところで、頑張って働いているのに、同じサービスを受けてい

るのにかかるお金が違うというところで、働けば働くだけ損しているのではないかとい

うのも私も感じており、そういう声もありましたので、一律 7,000 円にしよう、一番下

に合わせようということで、所得制限を撤廃することで、子育て世代の可処分所得を上

げていくことで、２子目、３子目は子どもたちに保護者の方々がお金を子どもたちに使

ってほしいということで、これをさせていただきました。 

基本的に三宅町は、子育て施策の無償化をしないという方向で、必ず１子目はもらお

うと、多子世帯の２子、３子を支援していこうというところで、給食費なども１子目は



 
 

 
 

 

しておらず、親がしっかり責任を持つということも大事にしていかなくてはいけないと

感じています。 

私も今保育所に４歳の子と１歳の子がいるのですが、先ほども手ぶら登園の導入があ

ったのですが、三宅町は全国の公立園で一番先に手ぶら登園を導入し、オムツを持って

行かない、持って帰らない制度を導入しました。これはすごく面倒でしたので、オムツ

替えて持って帰っても、何のために持って帰っているのかわからないでやっており、こ

れをやめることにしました。これについては何十年も声があり、やめたいと思い、職員

と検討しながらやめることができました。 

三宅町は小児科が町の中になく、休日夜間のオンライン診療というところで、ファス

トドクターさんと組んで、診察をできるようにしたことと、薬局が薬を渡してくれると

いうことができ、夜間に病院に行っても、待たされるだけ待たされ、結局何も処置でき

ないというのがあるため、こういったサービスを活用してもらうことで、すごく助かっ

たという声もだんだんと大きくなってきています。 

（12 頁） 

病院に行っていいかわからない不安なところの相談というところは、産婦人科小児科

オンラインという、Kids Public さんと一緒にさせていただいたというところで、オン

ラインを使いながら、様々な民間サービスを使い、自分たちの面倒くさいを自分事とし

て、面倒くさいを解決したいという部分があり、今保育所では布団を持って行くのをや

めようという実証実験をしているのですが、私の下の子どもが対象で、とても楽で、何

が楽かというのは、土日の時間が楽というのがすごくわかりました。布団を干さなくて

いい、天気を気にしなくていいなど、あのストレスは大分あったと、１人目と２人目で

全然違うというのを、自らも体験しながら、そういった施策作りをしているのと、きめ

細やかさで言うと、子どもが生まれたときに、奥さんが言ったのですが、１人目に来て

くれた助産師さんが来てくれる。これはわざとやっているのかと職員さんに聞くと、そ

うなんですと。お母さんが知らない人が来るとすごく不安になるため、１人目の人と一

緒の人がいいというのを職員さんが聞いてきてくれて、そうしたい場合、できる限り１

人目と同じ、２人目も３人目もそうですが、同じ人をというところでさせていただいて

おります。 

最後になりますが、子育て施策、少子化対策というより、私は三宅町らしい豊かな暮

らしとはなんだろう、豊かな生活とはなんだろうともう１回皆さんで考え直す時期に来

ていると感じています。お金がたくさんあったら幸せか、物がたくさんあったら幸せか

という時代ではなくなり、経済もそうで、人口減少社会にいく、シュリンクしていく世

の中に、大きさに合った、小さくなっていく社会に合わせたこれからのまちづくりが、

大事だと思っており、そういった取組を、皆さんとディスカッションできたらと思いま

す。ありがとうございます。 



 
 

 
 

 

秋田さん：森田町長ありがとうございます。町の小ささを逆転的に本当に強みに生かし、

すぐにいろいろなことをされている。それによって、１人目ではなく、２人目、３人目

と多子世帯を増やすという形での、少子化へのチャレンジもされている。これはよく言

われることで、おそらく１人お持ちの方が２人目、あるいは３人目を産む方が、持たな

いという方に比べて、出生率が高くなるという話がデータでも出ております。そのあた

りをお示しいただいたと思います。 

この後、皆様方からご質問をいただきたいと思うのですが、せっかくですので、ご発

表いただいたお二人が、相互に人口規模や様々な立地条件は違いますが、聞かれてどん

なことを感じられたのかを、まずは米本市長から、森田町長の取組についてご感想をお

願いいたします。 

米本市長：はい。森田町長、大変ありがとうございました。３点ほど申し上げます。ま

ずは皆さん、資料もお持ちだと思いますが、裏表紙の Small is 四角でおそらく、森田

町長は Small is をキーワードにされていると思いますが、僕がここに入れるとしたら、

Small is Beautiful です。 

もう 50 年ほど前になりますが、イギリスのシューマッハという経済学者が、Small 

is Beautiful という書籍を著しています。ここでは、大量消費を幸福度の指標とする、

現代経済学や化学万能主義に疑問を投げかけるという本でございました。 

まさに人口減少は、必ずしも全て悪いことではなく、例えば、１人あたりの環境を、

森林面積や公園面積、綺麗な空気の量などの１人当たりの量が増えていくという面もあ

ると思います。ただ一方でそれを維持していく公共施設、インフラを維持していくとい

う大変さもあると思うのですが、いたずらに少子化対策という言葉に踊らされることな

く、プラスの面も見ていくことは、大変重要なことだと改めて理解をいたしました。 

 それから７ページにございます、子育てしやすいと回答した割合が令和元年に比べ、

５年大きく増えているということでございます。最近のオープンデータで、出所を忘れ

てしまいましたが、各町の相対評価と絶対評価を比べた場合、町の人たちが自分の町を

絶対評価よりも良い評価を出している。そういった町は人口が減らない、場合によって

は増える。自分たちの町をいい町だと市民の皆さん、町民の皆さんが思ってくれるとい

うことが大事で、僕も旭市では、全国に負けない子育て支援をしていると思っています

が、まだまだ市民の皆さんがそれを実感していない。自分のこととして理解されていな

い。隣よりはいいくらいのことなのですが、おそらく全国でもトップレベルの子育て支

援をしていますので、そういったことをもっと市民のインナープロモーションといいま

すか、市民の皆さんに知ってもらう努力が大事かと思いました。 

それから３点目ですが、２ページのバリューで失敗を挙げてらっしゃるということは、

本当に素晴らしいことで、どうしても我々行政を預かるものとしては、無謬性というも



 
 

 
 

 

のを大事にしたくなり、僕も、新しい事業ですので、トライアンドエラーですよと言わ

れたことがありますが、エラーはやめてくれと言いましたが、これはおそらく、町長さ

んの性格や、明るさから来ているのだと思いますが、僕は割と慎重なので、新しい事業

をやるときには、かなりエビデンスを求めたり、これまでの実績を調べたりということ

をやります。その代わり、始めたら諦めずに続けたいと思っております。大変ありがと

うございました。 

秋田さん：ありがとうございます。３点の強みを、感想として言っていただきました。

やはりインナーで相対的よりも、うちで満足度が高いことの大切さと、NTT さんのデー

タで、全国で持続可能な幸福なまちというのは、一体何かというようなことの中でも出

されていたと思います。３つの、失敗、本当に行政も、どこも今社会が失敗を許しにく

い社会になっているところに大きな課題があるところをご指摘いただきました。 

それでは続きまして、今度は、森田町長の方から旭市の取組についてお願いいたしま

す。 

森田町長：ありがとうございます。貴重なお話ありがとうございました。おひさまテラ

スがすごいなと思うのと、行政が一番苦手としているところを、うまく民間と組んで、

この先にあるのが住民さんの顔や暮らしというところはすごく見えるというところで、

自分たちだけでやる時代はもはや終わったというところで、強みを生かしてどう連携し

ていくかというところが非常に大事だと思いますが、ただ一方で僕たちがよく言われる

のが、なんでそこなのかと言われます。これをもう少し寛容にしていき、誰と組むかが

大事だということをしっかりと作り上げていかないと、これからこういった本当に使わ

れる施設であったり、住民さんがあってよかったと言ってもらえる施設というところが、

なかなかできなくなるため、誰とやってもできるわけではなく、このメンバーだったか

らできたのだろうとすごく感じたため、そういったところでは、新たな方法で誰とやる

かをこれから大事にしていくことを作り上げていく必要性を強くお話を聞きながら改め

て感じました。 

秋田さん：ありがとうございます。誰とやっていくのかということが、まさにビジョン

をどう実現できるのか、ミッションやバリューを共有できるのかというようなご指摘か

と思い、先に住民の顔が見えるということは、すごく重要なことだと思います。それぞ

れに空間、おひさまテラスの話がございましたが、どう空間を安心空間と同時に面白く

わくわくしながら、それが幸せな空間として、まちづくりの象徴やシンボルになってい

くかというところが問われるのかと思うところであります。私の方から先に一点だけご

質問をさせていただこうと思います。 

今日はこの分科会の前に、デジタルという話がございました。これからのデジタル化

の DX 社会において、各自治体で、少子化に対応し、どんな工夫がデジタルを用いてで

きるのかということを、前の第１部の分科会でも、ご質問させていただいたのですが、



 
 

 
 

 

やはりそれでもそれぞれの自治体で違っておりました。今度は２部の方でまた伺いたい

と思います。それでは先に米本市長の方から伺ってよろしいでしょうか。 

米本市長：はい。旭市の場合は DX 化、デジタル化については遅れている方だという認

識でおり、この４月から外部の専門人材を受け入れて、DX 化を進めているところです。

この DX 化については、２つポイントがあると思っております。 

一つは、DX のデジタルと同じぐらいに、X の方のトランスフォーメーション、こちら

の変革改善、あるいは最適化といったことも大事だと思っております。先ほどの庄司先

生のお話にありましたが、アナログの部分の変革、最適化ということが必要であり、そ

のためにデジタルを活用する。それが大事かと思っております。 

それから二つ目として、市役所内部だけのデジタル化、DX 化だけでなく、市全体の

DX 化、デジタルでいろいろな町の課題を解決していく。例えば先ほどもありましたが、

保育所の入所申し込みにパソコン、スマートフォンから申し込みができるということに

なれば、働く女性や、お父さんも含めて、入所の申請に仕事を休んで市役所まで来なく

て済む。そういったデジタルを庁内だけでなく地域全体、市全体へ広げていくというこ

とで今進めております。 

秋田さん：ありがとうございます。２つの点で、デジタルと同時にトランスフォーメー

ションやイノベーションの重要性をお話しくださいました。 

国の方では令和８年度から、保育所や誰でも通園などの、入所からいろいろな申し込

み、予約の申し込み等の総合システムを今設計しており、来年度にパイロットをやり、

８年から本格実施していく予定になっております。それではお願いいたします。 

森田町長：ありがとうございます。本当におっしゃるとおり、X が大事だなというのは、

Dはたまたま手段なだけであるというところは、共通の思いだと思っています。 

あともう１個自分ごととして考え、面倒くさいをどうしたらいいかというのを考えた

方がいいなというので、当たり前にやっていることを疑わないといけないというところ

はすごくあるのではと思います。例えば保育料だけでなく、保育所の諸費というか、絵

本代などで小銭のやり取りが多かったのですが、これがとても面倒だと思っており、職

員に聞くと、職員もその事務は大変ですといい、なぜ引き落としにしないのか、こうい

う細かいことかもわからないですが、職員もそうですが、住民さんも不便だと感じてい

ることの合意点はたくさんあると思い、そこについて、担当職員はすごくよく知ってい

るので、自分がサービスを受ける側になったときの視点を持つと、すごく進むのではな

いかというところと、70 歳以上のスマホ保有率と LINE を使える率はほぼ 100％だとコ

ロナのときにすごく思い、大体お孫さんの写真のやり取りは LINE なので、LINE は使え

るというのがあり、使えない人の方が圧倒的に少ないということを考えて、政策設計を



 
 

 
 

 

していかないといけない。使えない人には、今までどおりのやり方を残せばいいだけで、

圧倒的に使える人が増えているという認識でやっていくことも大事かと思います。 

秋田さん：ありがとうございます。面倒くさいを住民の目線から、もう一度いろいろな

ところでデジタル化をという、まさに今のお話や先ほどのお話を聞いて、私は保育園で

娘２人のオムツを持ち帰った、小学校に行ったら毎週運動靴を洗っていたなど、後で考

えればいろいろな面倒くさいがあったと思いながら、時代も変わり、どんどんいい方向

に向かっていると思います。でも子どもが減っているのでどうするかというのが大きな

課題でございます。 

ぜひ、皆様の方からご質問を、お手を挙げていただけましたら幸いでございます。口

火をどなたかが切っていただけると、では、お願いいたします。それでは、葉山町長お

願いします。 

質問者：はい。ご指名ありがとうございます。 

神奈川県葉山市から参りました山梨でございます。米本市長また、森田町長と、大変

素晴らしいお話ありがとうございました。先ほど１部の方でも、奥町長も横山市長も、

大変素晴らしい取組をされていらっしゃいまして、我々自治体としてという視点で少し

お伺いしたいのですが、どうしても少子化対策をしていると、少子化の親に対する支援

対策という考え方と、我々本来である社会福祉、子育て支援に対する、子どもに対する

福祉、子どもの安全安心を守るという視点の２点が錯綜する瞬間があり、子どもを産ん

でほしいという問題、少子化対策はどこにあるのだろうかというところに、一瞬迷いを

生じるときがあります。またそこに政治家としての立場があるので、有権者の方々に受

け止めてもらいたい。現有権者はどう受け止めるのかと考えると同時に、将来のまちが

どうなっていくかということで、若干ジレンマを感じるところがあります。そこにぜひ

国の大きな指針が欲しいなと思うときがあり、例えば国全体で給食費の無料化、医療費

は全部国が無料化にする、日本の国は少子化対策 100%の国だと発信してもらうことは

できないのかと悩む瞬間がたくさんあります。 

先ほど森田さんの後半で、たとえ縮小してシュリンクしていても、ハッピーな日本の

暮らしがあればいいという投げかけを聞いた気がしたのですが、その点、自治体に関わ

っている方向性を探るときに、同じような悩みを抱えているのかということと、秋田先

生もいらっしゃいますので、ぜひ国をこれからどういう方針で、少子化も前提とした国

作りをしていくのか、それに抗うようにサステナビリティという言葉を使い、我々自治

体をまだまだ応援しながら、自治体それぞれの力に頼っていくのだろうかというその方

向だけでもいただけると、我々のモチベーションもなると思いますがいかがでしょうか。 

 



 
 

 
 

 

秋田さん：ありがとうございます。３人への質問のような気がいたしますが、それでは

まず、市長からよろしいでしょうか。 

米本市長：はい。人口減少対策は旭市としても進めていますが、実際にこれから人口が

増えていくのかというと、大変難しいことではないかと思っております。旭市でも小・

中学校の再編事業が進んでおり、ただ、私達が今できることとしては、人口減少のスピ

ードを少しでも緩やかにしていき、人口減少という社会になったときも、それに対応で

きる施設設備や、あるいは私達の、先ほどの Small is Beautiful ではありませんが、

そういったものの見方、考え方を醸成していくという、そのために少しでも時間を稼い

でいくという視点も必要ではないかと感じております。 

子育て支援にするか、子ども支援にするかということで言いますと、やはりこれは本

当に少子化はあれかこれかでできることではなく、ある意味あれもこれもやらなければ

なかなか進まない政策だと思います。ただ、とは言うものの、財政には限りがあるため、

その中で皆さんの市町村で、どこに力を入れていくか、優先順位を決めていくかという

ことも必要ではないかと考えています。 

秋田さん：ありがとうございます。お願いいたします。 

森田町長：とても的確な質問というか、刺さると思いながら、僕自身もジレンマを感じ

ます。例えば給食費の無償化は誰のためだろうというのを見ると、多分保護者のために

なるが、これは子育て支援なのか疑問に思います。子どもの目線からすると、別にどち

らでもいいとなる。それより子どもから見ると、質と量をしっかりしてほしいという話

になると思い、ここのすみ分けをしっかりとした上で、議論をしないと僕は今の、とり

あえず無償化しておけば良いという風潮が駄目だと思うことと、子どもからの目線で言

うと、お金がなくても、給食は絶対食べられるようにするというのであれば、各市町村

の財政規模に応じて、不公平感があってはならないという方向になるだろうし、そうい

った丁寧な議論が必要なのではないかと思っています。でないと、子ども目線で見ると、

自分の住んでいるところは給食費を払って給食が食べられないですという子がいる社会

がいいのか、国全体でそういう子を絶対救うと思う方向で動くのかという大きな議論が

必要、方向性が必要かと思うため、誰の目線で見るかというのはすごく大事だと思って

います。 

今日も書かせていただいていますが、少子化対策という言葉だけで、何か全てを片付

けられている気がしており、そうでなく、もっと本質的な誰を救わないといけないのか、

誰の目線なのかというところを少子化対策という言葉だけではない、今のご質問のよう

なところをしっかりとこのメンバーを始め、しっかり議論することが大事かと思います。 

 



 
 

 
 

 

秋田さん：ありがとうございます。私の方もまず人口減少に関して、米本市長が言われ

たように、ある一定は割り込まないということが、それぞれの自治体を支えていく上で

は、重要なことだと考えており、魅力的なまちにと思っています。でも、今の子育て支

援と子どものための、誰のためかというところで、私は東京都の子ども未来会議の会長

もいたしており、実は小池知事にお伝えしたのは、もう子育て支援も大事ですが、子育

ち支援をしませんか。とお話をしました。子どもが育っていく、そのニコニコしている

顔を見ることが親の喜びになるような施策にお金を、もう東京都の場合は子育て支援を

いろいろやってきているので、子育ち支援にしませんかということで、去年からパイロ

ットして、すくわくプロジェクトという、子どもの園に対して、様々な教材費を保育園

などはなかなか難しいため、そういった支援を手挙げ方式でするというようなことを、

去年からパイロットで、今年から５年間で、東京都はやはり、保育教育の質を上げると

いうことでやっております。いつも現金給付がいいのか、現物給付がいいのかというの

は世界的にも、だんだん現金だけより、現物で長期的な投資をする方がいいのではない

かという議論は進んでいるのですが、やはり政治家の方や選挙を考えるなど、いろいろ

なことがあり、現金支給が強くなっているという状況もわかっています。 

でも子ども目線でもう一度、施策全般を見直すということが、こども基本法では、子

どもの意見の表明とか主権かというところで大事にされているところかと私自身言われ、

確かにその国が、給食費や医療費、特に全てではなく、特に困難な子はそれぞれの自治

体がフォローしてくださっていると思いますが、重要なところだと思っているところで

す。ありがとうございます。 

それでは続きましてお手を挙げていただけると、いかがでしょうか。 

質問者：千葉県九十九里町の浅岡と申します。よろしくお願いいたします。 

三宅町長にお聞きしたいのですが、保育に関してはだいぶ手厚くされているのですが、

御町は幼稚園があるのか、あった場合その保育所に通われている子どもたち、親と幼稚

園の子どもたち、保護者の格差など、そういった補助の仕方についてあれば教えていた

だきたいと思います。 

森田町長：はい、ありがとうございます。そこについて、三宅町は１園１校、組合立中

学を１校運営しているというところで、そこの園に来ている子どもたちになるのですが、

町に住んでいて、外に行っている子どもたちにも同じような対応させていただいており

ます。そういったところで分断を生まないというところでは、そこでしっかりとサポー

トするということをさせていただいているのですが、今、年々三宅町の外に出ていく方

が減っていっているというところも合わせてあり、ほぼ 100％三宅の認定こども園に、

町内のお子様を預けていただいているというような形に少しずつなってきました。そこ

も満足度の変化が当然あったところかと思います。 



 
 

 
 

 

秋田さん：貴重なご質問を、九十九里町長、ありがとうございます。 

質問者：ありがとうございます。そうしますと料金設定が九十九里町もこども園なので

すが、保育と幼稚園といいますか。 

秋田さん：１号認定のことですね。 

質問者：やはり料金的に価格差をつけているのですが、そういうこともなしにやられて

いるということでしょうか。 

森田町長：そうですね。１号認定さんは無償化の対象になっており、保育に０から２の

ところだけが保育料がかかっている状況になるため、そこに関しては必ず同じような状

況で対応させていただいているという形になります。 

質問者：ありがとうございます。 

秋田さん：ありがとうございます。０から２歳のところは自治体独自で無償化をやって

らっしゃるところと、そこまではなかなか、財源の問題もありというところがあり、国

はそこまでは出せていないというところであります。でも今の町長が言われたように、

私の知っているところでも、町内の認定こども園を充実させることで、町外に出ていた

人がだんだん町の方に通わせるようになってきて、活気が出てきたというような、最初

の新たな新設のものをそれは民営なのですが、こんなところにみんな外へ行っているの

だから、作っても無理ですと役場の方に言われたそうですが、実際に質の高いものを作

ったところ、それが町の誇りになって戻ってきているというところを私は知っておりま

す。 

ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

森田町長：今日は市長さんや町長さんの質問が多いのですが、職員さんからなかなか質

問が来ず、現場の声も聞きたいと思いながら、職員さんでも OK ですので、首長ばかり

いるから質問してはいけないという空気ではないので、ぜひお願いしたいです。 

秋田さん：それでは私の方から一つ伺ってもよろしいでしょうか。 

お二方とも、どういうまちを作りたいかということのビジョンのキャッチコピーがと

ても上手な自治体だなと私は思いました。それが町民や市民の方の理解を得ていく上で

は、すごく重要で、それからシンボルや象徴的な、どうその自治体をブランディングし

ていくかというのでしょうか。その独自性を見せて、皆でビジョンを同じ方向に向かう

かというところで、どんなことを意識されているのかということと、やはり今も職員さ

んと話がありましたが、職員さんが皆でまちづくりや、同じ方向を向くための職員の育



 
 

 
 

 

成というところでどんなことを配慮されているのかの２点を、よろしければお話を伺わ

せていただいてもよろしいでしょうか。その間にぜひフロアの方、その次はそちらに行

きますのでお考えください。よろしいでしょうか、お願いいたします。 

米本市長：はい。旭市ではいわゆるブランディングや、キャッチフレーズについては、

言ったもの勝ちと思っています。全国の市町村がまだ言っていないフレーズを使い、と

もかく注目を集める。それと同時に私どもの町では、ロケーションツーリズムといいま

して、テレビや映画のロケを誘致し、そこにいわゆるロケの聖地を作り、全国から人に

集まってもらい、聖地巡りをしてほしいということもしておりますが、まず目立ったも

の勝ちかということが一つあると思います。それと職員は、いつもうちの市長はマジで

市長かときっと思われていると思うので、ここでは緊張してきちっとしていますが、市

役所に行くと、フランクに付き合えればいいですし、本当にうちの職員は優秀で、選ば

れて採用された方々なので、本当に実力を発揮させてあげる環境を作る。それが僕の責

任であり、仕事かと思っています。失敗はしない方がいいけれど、失敗したときは僕が

責任を持ちますといつも言っています。 

秋田さん：安心ですね。 

米本市長：職員に届いているかどうかわかりませんが。ありがとうございます。 

秋田さん：森田町長お願いいたします。 

森田町長：ブランディングではないですが、このビジョンもそうなのですが、総合戦略

を作るときに、住民さんにいろいろな世代のアンケートを行い、アンケートを返さない

世代には保育所に行ったり、直接聞きに行ったりなどをして、大体皆さんが同じような

こと言っているというところと、あと小学生が読んでわかるというところがすごく大事

だと思います。町のビジョンなのに子どもたちがわからないというのはなんだというの

がすごくあり、わかる言葉でしっかりと伝えるということで、自分らしくハッピースモ

ールタウンと、このスモールの後ろに（すもうーる）という造語を作りましたが、職員

さんに造語を入れていいのかと言われ、これで伝わるなら OK と言って入れるなど、ミ

ッションバリューに関しても、職員さんの採用試験をするためのペルソナ、どんな人を

採用したいかの話し合いをした中で、１年目から部長級まで 10 何人が同じことを言っ

たため、これを言葉にしてみようということで、挑戦ができないのは、失敗したら怒ら

れるから嫌だとみんな言っているので、それを大事にしてしまおうというので、僕が作

ったというより、皆の意見をわかりやすく言葉にしたというのが特徴的かというところ

と、職員さんには市長もおっしゃったとおり、失敗しても責任は取るというところと、

この失敗は本当に入れるのかと職員からすごく言われましたが、僕は住民さんお話しに

行くからと言って、無理やり入れていただきました。職員は本当に嫌がりました。この

失敗を行政のもので入れるのかと。入れて言い続けたら、職員さんが町長も失敗してい

るからやってみればと部長級が若い子に言い出し、住民さんが、町が失敗していいって



 
 

 
 

 

言っているから、自分らもやろうと、２、３年かけてずっと言い続けていたら、少しず

つ変化が起こってきているのと、職員さんとは雑談をたくさんしています。大体、僕が

新しいことやろうとしたときは、絶対嫌ですというところからスタートするので、その

嫌を、こうやったらできるのではという対話をすごく、職員さんとも時間をかけながら

しっかり話し合いをします。小さな役場なので、すぐに話し合いの場が作れるため、本

当にそういうスピード感を大事にしているというところと、本当にいろいろな企業さん

が来られるのですが、来た瞬間にその日のうちには僕の耳に入っており、そういう小さ

いからこそのスピード感というところが、生き残り戦略としては、ブランディングの部

分ではしっかりとやっていくというところは意識をしています。 

秋田さん：はい、ありがとうございます。これからは多分スピーディー感というのはス

モールだけではなく、どこでも問われてくるところなのかと思いながら聞かせていただ

きました。また小学生でも分かるというのは、役所の中では珍しいかもしれませんが、

こども家庭庁は全て、いろいろなものが小学生の目線や、子どもの目線からわかるかと

いうのが、実はそのわかりやすい版というのを私は使い、教員や職員の方たちの研修な

どに使うと一番よくわかると言ってくださり、大人版や行政の難しい説明では聞いてく

ださらない方たちが、動画とそのわかりやすい版だと、皆さん、同じ方向を見てくださ

るので、やっぱり今後どうやって、真髄のエッセンスを伝えるようなリーフレットを作

っていくかということも重要かと思うところでございます。 

森田町長：そうですね。そういうところで言うと、公務員は難しくする天才ですなんで

あんなに難しく書けるのだろうといつも思います。給与表のテーブルも、書き方の例を

見ても、何を書いているのか本当にわからないものがあり、おっしゃるとおりこれをわ

かりやすくするだけで、生活も仕事も変わるのではないかという仮説を持っています。 

秋田さん：ありがとうございます。奥が深く、含蓄を多様に読めるように作るというこ

とも重要ということもわかりつつでございます。 

最後の質問になろうかと思うのですけれども、いかがでしょう。お一人かお二人挙げ

ていただけますとありがたいです。 

質問者：すみません。千葉県で唯一の村、長生村の村長の小髙と申します。 

おそらく旭市さんとは、千葉県の立地上では同じ九十九里沿いで、うちの方は東京オ

リンピックでサーフィンをやった一宮町の隣なのですが、東京まで１時間 20 分、茂原

で快速から特急に乗り、１時間で行く距離でございまして、民間の力を使って、イオン

がよく勝負してくれたと思うのですが、うちの方は茂原市を中心として、長生郡市で

15 万いない、15 万を切っている都市で、なかなか大手が来ていただけない。 



 
 

 
 

 

うちの村にも実は 17 ヘクタールの県の遊んでいる土地があり、ただそれが農地なの

でなかなか企業誘致に腰を上げてくれず、何度か知事にもお願いしているのですが、決

め文句がないです。おそらくイオンさんがここまで民間投資していただけるには、相当

な時間と、それから将来性を考えた計画があったと思うのですが、その辺の経緯を教え

ていただきたいのと、森田町長さんには、うちで、やはり子どもが中学生、高校生まで

は地元にいてくれるのですが、大学や専門学校というと、千葉、東京に行ってしまいま

す。おそらくそちらも名古屋や大阪に出ていくのではないかと。私は中学生に１年間一

コマもらって、君たちが将来村を背負って立つと洗脳しているのですが、なかなか言う

ことは聞いてくれません。何か U ターン、I ターンなど、そういうところで知恵がある

ようでしたら、お二人には時間がなくて申し訳ないですが、よろしくお願いしたいと思

います。 

秋田さん：ぜひ、お願いいたします。 

米本市長：イオンタウン株式会社さんは、公募で来ていただきました。その後はもうい

かに本音で話し会えるかということで、膝詰めの会議を何度も行い、民間の皆さんはぜ

ひ儲けてくださいといった議論を重ねてきたところでございます。 

それからいわゆる農地ということで、農地規制をどうクリアするかということでござ

いましたが、私どもも、農振農用地で、第１種農地で、さらに施工中の土地改良事業の

受益地ということで大変網が二重、三重にかかっていたのですが、そこをクリアするに

は、まず全庁で、生涯活躍のまち構想推進会議という庁内の会議体を組織し、関係部局

の、農業だけではなく、都市建設、建設課、上下水道課等々が全体で会議をし、やれな

い理由ではなくて、やれる理由を考えましょう。特に県との協議では、この事業を実現

できるのかどうか、実際に実現しなければいけない事業だという理解をしていただいた

ということが農地規制に関して、力になったと思っております。 

森田町長：UI ターンの答えというところなのですが、うちは教育長とも常々話してい

るのは、三宅町の子どもたちはさっさと出て行けと。世界に飛び出してくれと思ってい

ます。返ってこなくてもそこはそれでいいが、関係性は繋がっておいてほしいと。 

例えばうちの町から前澤さんみたいな経営者が出て、住民票を置いてくれるだけです

ごくありがたいと思います。いてくれなくてもいいと思っていて、ただ自分の町を自慢

できるかどうかというのは、すごく大事だと思い、自分の町を大好きでいてほしいとい

うのは思っています。世界に行ったときに、その一人ひとりが広報マンになるため、三

宅町はすごい、自分の町はこんなにすごいところだという誇りを持って言ってくれるこ

とで、また海外からその町を見に行こうというような、そういう関係作りをしてもらう

ための、営業マンの子どもたちになってほしいと思っているため、そういうところでは

ふるさととしては残したい、自慢できるまちを現役世代としてちゃんと僕たちがやらな

いといけないと思っています。 



 
 

 
 

 

秋田さん：どうもありがとうございます。 

米本市長：秋田先生にご提案ということで、お願いなのですが、先ほどの第１部でもご

ざいましたように、私達市町村としては、できる限りの子育て、子ども支援をやってい

ると思います。本当に隣近所と競争しながら、いかにお互いが切磋琢磨しながら進めて

いると思っております。私達も自治体としてできることはここまでで、実際に子どもを

産み育てる方、お母さん、お父さんは、民間の企業に勤めている方が圧倒的でございま

す。 

なので、僕は町に出て、市民の皆さん、起業者の皆さんといろいろな話でディスカッ

ションしなくては、まちづくりはできないと言うのですが、商工会の皆さんにお願いす

ると、結婚休暇を取れるようにしてほしい、出産休暇、育児休暇を取れるようにしてほ

しいとお願いするのですが、私達はなかなか中小企業でそこまではというようなお話に

どうしてもなってしまいます。 

ただ一方でその事業者の皆様も、もう既に人手不足という認識を持っていて、このま

ま少子化が進むと、私達の事業の担い手がいなくなる、そういった危機感も持ってくだ

さっていますので、ぜひここはこども家庭庁で全国的にこどもまんなか社会をどんどん

進めていただき、町全体が子育てしやすいまちになっていくような、そんな施策を進め

ていただけると大変ありがたいです。 

秋田さん：ありがとうございます。私は今日、単なるコーディネーターで来ているので

すが、こども家庭庁にしっかり持ち帰りたいと思います。あと時間がギリギリになって

きているのですが、せっかくなのでぜひお二方に、皆さんに残したいメッセージや、こ

れから自分の市や町で取り組みたいことを一言ずついただけたらと思います。お願いい

たします。 

米本市長：皆さん、拙い報告でございましたが、ご清聴いただきまして大変ありがとう

ございました。同じ市町村の長として、町を愛する、村を愛する、そして市を愛する気

持ちは、皆一緒だと思っております。お互い連携してこれからもまちづくりに励んでい

きたいと思います。皆さんどうぞよろしくお願いします。本日はありがとうございまし

た。 

森田町長：長時間ありがとうございます。本当に市長が言っていただいたのが、ここに

いる皆さんの総意かと思っていますので、ぜひ伝えていただき、実現していただきたい

と思いますし、市町村は本当に疲弊しています。市町村職員は本当に優秀で、頑張って

いるのですが、限界が来ています。国の給付金の話もそうですが、千葉県知事も X で言

っていただいていましたが、本当にボロボロになっているが、頑張らないといけないと

いう思いは一緒なので、そういうところを今日皆さんと共有できたというのが今回一番

素晴らしかったと思います。これからも力を合わせて、子どもたちが笑顔になり、皆さ



 
 

 
 

 

んがハッピーになるようなまちづくりをともに進めていきたいと思います。本日はあり

がとうございました。 

秋田さん：本日はどうもありがとうございます。また、フロアからもご質問をいただき

ましたおかげで、分科会も活性化のあるものになりました。改めて今日は、本当に大変

貴重な事例をご報告いただきましたお二人のパネリストに拍手をもって終わりにさせて

いただきたいと思います。本当にどうもありがとうございました。 

司会者：ありがとうございました。 


